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平 成 ２ ９ 年 度 事 業 計 画 書 

 

１ 事業方針  

公益財団法人北海道学校給食会は、学校給食が児童生徒の心身の健全な発達に資し、かつ、児

童生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たす学校給食法の目

的及び食育基本法の理念を踏まえ、北海道教育委員会をはじめ関係機関・団体と緊密な連携を図

りながら、食育の推進について支援するとともに、安全・安心な学校給食用物資を安定的に供給

するという観点に立って、各種事業を実施する。 

 

(1) 食育の推進を支援する事業（定款第４条第１号） 

学校等で実施される食育推進事業を支援するという観点に立って、次の事業を実施する。 

①  各種研究大会の実施等 

学校給食における食育指導の中心的な役割を担う栄養教諭・学校栄養職員等及び子どもたちを

対象として、食育に係る各種研究大会等を北海道教育委員会及び北海道学校給食研究協議会等

と連携の上実施する。 

＜研究大会等の実施計画＞ 

事　　業　　名 開催年月日 開催地等 開催区分 備　　　　　　　　考

子ども給食教室 7月下旬 中札内村 主　催
共催：北海道教育委員会
後援：中札内村教育委員会、北海道学校給食
研究協議会

第60回北海道学校給食研究大会 8月8日 石狩市
主　催

（実行委員会）

主催（実行委員会）：北海道教育委員会、石狩
市教育委員会、北海道学校給食研究協議会

第49回北海道高等学校給食研究協議
会　北海道大会

10月 札幌市 後　援 主催：北海道高等学校給食研究協議会

食育推進研究協議会 10月中旬 道　東 共　催
主催：北海道教育委員会
共催：北海道学校給食研究協議会

第40回学校給食展 10月中旬 札幌市 後　援 主催：札幌市学校給食栄養士会

北海道学校給食調理コンクール 1月
札幌市
（当会）

共　催 主催：北海道教育委員会

 

② 研究団体等への助成 

学校給食に関わる研究団体等に対し、学校給食の充実及び食育を推進するための経費を助成

する。 

③ 施設・設備の貸出し 

ア 研修室・調理室の貸出し 

学校給食関係者からの要望に応じ、研修室等を無料で貸出す。 

イ 「北海道学校給食献立システム」の貸出し 

給食用食材や給食メニューなどのデータ及びアレルギー物質に関するデータ等を管理・活

用して献立を作成するためのシステムを無料で貸出す。 

ウ レプリカの貸出し 

文部科学省委託事業等で作成した「鮭」、「さんま」及び「昆布」の実物大レプリカを食

育の授業に役立ててもらうため、市町村教育委員会、学校及び共同調理場に無料で貸出す。 

エ バイキング用食器の貸出し 

学校給食が多様化する中、楽しく潤いのある食事環境づくりを支援するため、バイキング

用食器等を学校及び共同調理場に無料で貸出す。 
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オ ＤＶＤ等の貸出し 

学校給食従事者の研修及び児童生徒の食育指導用として、衛生管理・食育指導に関するＤ

ＶＤ等を市町村教育委員会、学校及び共同調理場に無料で貸出す。 

④ 情報提供 

北海道学校給食研究協議会と共同で学校給食広報誌「いただきます」を発行・配布するとと

もに、ホームページにより学校給食に関する各種情報を提供する。 

＜学校給食広報誌「いただきます」発行計画＞ 

号　　数 発行予定年月 発行部数 配　　　　　布　　　　　先

第201号 H29. 5月

第202号 H29. 9月

各号3,000部

第203号  H29. 11月

第204号 H30. 3月

北海道教育委員会、各市町村教育委員会、各学校給食実
施校・各学校給食センター、日本スポーツ振興センター、
全国学校給食会連合会、各都府県学校給食会、北海道ﾊﾟ
ﾝ・米飯協同組合、札幌ｱｰﾙ・ﾋﾞｰ・ｴﾑ協同組合、札幌市学
校給食麺協同組合

 

 

(2) 安全・安心な学校給食用物資を安定的に供給する事業（定款第４条第２号） 

 常に良質で安全なものを安定的に供給するとともに、保護者の給食費負担に影響が生じない

よう価格の安定に努めるという観点に立って、次の事業に取り組む。 

① 学校給食用物資の安定供給 

ア 物資の安定供給（必要量・品質確保） 

ａ 主食となる精米・米飯及びパン等の主原料の小麦粉については、それぞれホクレン、関

係製粉会社との年間契約により、市町村の必要量を確保し安定的に供給する。 

万一天候不良等により、不測の事態が生じた場合にあっても、関係者の協力を得て当初

の必要量の確保に努める。 

ｂ 上記物資については、地産・地消の観点に立って北海道産玄米、北海道産麦 100％の小

麦粉を使用し、当会の品質規格等に基づきその品質を確保する。 

また、精米・米飯について地元産を希望する市町村には、それぞれの要望に応じて個別

に提供する。 

ｃ 一般物資の供給については、道内産、国内産を主原料とした物資の供給拡大を図るとと 

もに、配送協力店の協力を得ながら、安全で良質な物資の安定供給に努める。 

  また、当会の附属機関である「物資開発委員会」において、道産農林水産物を対象に安

全かつ栄養素の多く含まれている食材を選んで品質の優れた給食用メニューの開発･選定

を行う。 

イ 物資の価格安定 

ａ 年間需要計画をもとに、一括大量購入するスケールメリットを生かして物資を確保する

ことにより、低廉な価格での物資の供給に努める。また、教育の機会均等確保の観点から、

精米・小麦粉・脱脂粉乳・一般物資については、離島を含め全道すべて同一価格で提供す

る。 

ｂ 市町村の給食に関わる予算を考慮し、全ての取り扱い物資について、年度当初又は各学

期前に価格を公表し、市町村が各月の給食費の額を一定とする事ができるよう努める。 

ｃ 給食に要する経費のための支援として、米穀１㎏当たり 3.26 円の値引き助成措置を行う。

助成総額は年間約 11,244 千円になります。 
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＜米穀・小麦粉等の供給数量・金額＞ 

単位 本年度A 前年度B 増減(A－B) 内　　　　　訳

1　米　　　穀

　（1）精　米 kg 1,183,200 1,298,330 △ 115,130 精　 米　　　　　 　（560,000ｋｇ）

胚芽米　　　　　 　（368,500ｋｇ）

YES！ｃlean米     （218,000kg）

無洗米　　　　　　　 （36,700kg）

　（2）米　飯 kg 2,265,950 2,364,880 △ 98,930 精　 米　　　　　 （2,232,400ｋｇ）

YES！ｃlean米    　 （33,550ｋｇ）

2　小麦粉

　（1）小麦粉 kg 100,150 120,900 △ 20,750 自営製パン・麺

強力粉　　（55,550ｋｇ）

普通粉　　（44,600ｋｇ）

　（2）小麦粉製品

小 麦 粉 kg 1,472,400 1,280,400 192,000 委託製パン   　（887,500ｋｇ）

委託製麺　　 　（584,900ｋｇ）

砂 糖 kg 51,300 54,480 △ 3,180

シ ョ ー ト ニ ン グ kg 24,400 26,010 △ 1,610

脱 脂 粉 乳 kg 26,000 27,110 △ 1,110

3　脱脂粉乳 kg 900 925 △ 25

4　一般物資 千円 1,282,301 1,402,739 △ 120,438

区　　　分

 

＜米穀・小麦粉等の売渡予定価格＞ 

増　減　C 前年度

買　入 加工賃 配送費 供給経費 価格調整 （A－B） 対　比

(円） (円） (円） (円） (円） (円） (円） (円） （％）

１　精　米 kg 278.00 243.030 11.740 9.040 20.450 △ 6.260 264.00 14.00 105.3

２　米　飯　（90g） 食 60.26 25.020 33.940 0.330 0.972 △ 0.002 58.56 1.70 102.9

３小麦粉（強力粉） kg 176.00 165.000 0 0 11.000 0.000 184.00 △ 8.00 95.7

　　〃　　（普通粉） kg 145.00 134.000 0 0 11.000 0.000 147.00 △ 2.00 98.6

４　パ　ン　（70g） 食 54.98 16.882 36.420 0.330 1.344 0.004 54.94 0.04 100.1

５　脱脂粉乳 kg 745.00 660.000 0 20.000 65.000 0.000 735.00 10.00 101.4

前年度B本年度A
内　　　　　　　　　　　　訳

品　　　名 単位

 

注１ 米穀の助成について 

ホクレン（北海道農業協同組合連合会）   1kg 当たり 3 円 00 銭の値引き措置 

公益財団法人北海道学校給食会     1kg 当たり 3 円 26 銭の値引き措置 

 2  米飯及びパンの配送費には一部受益者負担分の特別輸送費（33 銭を超える額）が含まれ 

ている。 

       3  売渡価格の中には消費税及び地方消費税は含まれていない。 
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②  学校給食用物資の安全性の確保 

ア 学校給食用物資の衛生検査の実施 

安全・安心な物資を提供するため、随時自主検査を行うとともに必要に応じて厚生労働省 

登録検査機関による検査を実施する。また、学校、共同調理場の衛生管理及び食品の安全性

を確保するため、学校等より依頼のあった物資の検査を実施する。 

イ 加工委託工場への助成措置 

パン・米飯・麺の加工委託工場における衛生管理の向上を図るため、施設の補修等衛生管 

理の改善に要する経費について助成を行い、履行後は改善状況について確認する。 

ウ パン品質審査会の実施 

学校給食用パンの品質の向上を図るため、学校給食関係者の協力を得て、年 2 回加工委託 

工場 52 箇所を対象に焼き上がりの状態、味、香等の品質審査を行う。審査結果は、ホーム

ページに掲載し、学校関係者に周知する。 

また、審査結果を踏まえ、北海道製粉連絡協議会、北海道パン・米飯協同組合等の協力を 

得て、加工委託工場を対象とした技術指導を行う。 

エ 研修会の実施及び講師の派遣 

市町村等の学校給食共同調理場の管理運営者を対象として、学校給食共同調理場業務の円 

滑な管理・運営を支援するための「学校給食共同調理場管理運営者研修会」を実施する。 

また、全道各地で開催される衛生管理講習会に市町村等の要請により当会専門職員を派遣 

し、指導・助言等を行う。 

オ 加工委託工場の実地調査 

加工委託工場の衛生管理状況を確認・指導するため、市町村教育委員会及び北海道パン・ 

米飯協同組合、札幌アール・ビー・エム協同組合、札幌市学校給食麺協同組合の協力を得て、

当会の専門職員等による実地調査を行う。 

   カ 学校給食加工委託工場衛生管理講習会の実施（隔年実施） 

     道及び市町村の学校給食関係者、パン・米飯・麺加工委託工場等の製造担当者等を対象に、

衛生管理及び異物混入防止への意識向上を図るため、関係機関の支援を受け、北海道パン・

米飯協同組合、札幌アール・ビー・エム協同組合、札幌市学校給食麺協同組合と共催で衛生

管理講習会を開催する。 

    キ 検査機器の貸出し 

学校等からの要請により、一般細菌、大腸菌群、黄色ブドウ球菌検査のため「小型ふらん 

器」、「ＡＴＰ式拭き取り検査器」、「紫外線ランプ」、「手洗チェッカー」等を学校及び

共同調理場等に無料で貸出す。 
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２ 事業計画対象人員等                    （平成 29 年 4 月 1 日推計） 

学校数 児童生徒数 学校数 児童生徒数 学校数 児童生徒数 学校数 児童生徒数

(1,047) (239,750) (99.320)

小 学 校 1,095 243,147 1,064 241,391 12 845 14 894 1,090 243,130 99.993

(585) (125,991) (99.291)

中 学 校 614 127,951 593 126,891 7 512 9 499 609 127,902 99.962

(60) (4,938) (100.0)

特別支援学校 64 5,100 60 4,938 0 0 1 70 61 5,008 98.196

(32) (1,714) (100.0)

高 等 学 校 34 2,156 32 1,714 2 89 0 0 34 1,803 83.627

（夜間定時 制）

(1,724) (372,393) (99.322)

合　　　計 1,807 378,354 1,749 374,934 21 1,446 24 1,463 1,794 377,843 99.865

区　　分

総　　　　数 給　　　　　食　　　　　実　　　　　施　　　　　校
実施率

%学校数 児童生徒数
完　全　給　食 補　食　給　食 ミ　ル　ク　給　食 合　　　　　計

 

 注１ 学校数は、平成 27 年 5 月 1 日学校基本調査の数 

  ２ 児童生徒数は、平成 27 年 5 月 1 日学校基本調査の数に 97.00％を乗じて求めた。 

  ３ 完全給食欄の( )内の数字は、米飯給食の数字を表す。 

  ４ 実施率欄の数字は、給食の実施率を表し( )内の数字は、完全給食に対する米飯給食の実施率を表す。 

 

３ 評議員・役員及び職員数 

(1)  評議員  ９名 

(2)  役 員  ７名 （理事長１名 常務理事１名 理事４名 監事 1 名） 

(3)  職 員 ２０名   

 


